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平成24年度一般会計当初予算

を可決
５年ぶりのマイナス
前年度比

の減額予算
253億円（前年261億2,300万円）

特別会計 166億7,370万円 マイナス3.15％を可決253億円（前年261億2,300万円）

166億7,370万円
☆
働
く
場
の
あ
る

　
　
　
　
　

朝
倉
づ
く
り

①
中
小
企
業
へ
の
融
資
、
信
用

保
証
料
の
補
給

②
少
花
粉
種
苗
の
導
入
補
助

③
新
規
就
農
者
を
確
保
す
る
た

め
に
、
農
地
付
き
空
き
家
の
入

居
促
進

④
朝
倉
宝
探
し
コ
ン
テ
ス
ト
の

実
施

⑤
放
送
機
関
及
び
大
学
と
連
携

し
て
朝
倉
の
宝
観
光
振
興
事
業

の
実
施

⑥
山
田
堰
展
望
所
の
建
設

☆
子
ど
も
が
の
び
の
び

　
　
　

育
つ
朝
倉
づ
く
り

①
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
入
院

費
の
助
成
継
続

②
妊
婦
健
診
の
拡
大
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
充

実③
子
ど
も
未
来
課
を
設
置
し
、

組
織
体
制
の
強
化

④
若
者
の
出
会
い
を
支
援
し
、

縁
結
び
事
業
の
実
施

⑤
学
校
耐
震
化
の
計
画
的
な
推

進
、
教
育
相
談
体
制
の
充
実

☆
長
生
き
が
楽
し
い

　
　
　

朝
倉
づ
く
り

①
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参

画②
緊
急
医
療
キ
ッ
ト
の
配
布

③
市
民
後
見
人
育
成
の
た
め
の

研
修
会
の
実
施

☆
災
害
に
強
い

　
　
　

朝
倉
づ
く
り

①
自
主
防
災
組
織
の
強
化
を
図

る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修

会
の
実
施

②
避
難
支
援
計
画
の
策
定

③
自
主
防
災
マ
ッ
プ
作
成
地
区

の
拡
大

④
避
難
所
の
看
板
設
置

☆
快
適
に
生
活
で
き
る

　
　
　

朝
倉
づ
く
り

①
老
朽
空
き
家
対
策
の
実
施

②
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
の
実
施

③
住
宅
用
太
陽
光
発
電
機
器
設

置
に
対
す
る
補
助

④
公
用
車
の
エ
コ
メ
ー
タ
ー
設

置☆
市
民
と
行
政
が

　

協
働
す
る
朝
倉
づ
く
り

①
高
校
生
に
よ
る
政
策
提
言
発

表
会
の
継
続

②
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
を

策
定
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
か
ら
の
協
働
提
案
公
募
事

業
の
取
り
組
み

③
男
女
の
力
が
と
も
に
発
揮
で

き
る
社
会
づ
く
り
の
推
進

④
総
合
窓
口
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
）
の
サ
ー
ビ
ス
拡
大

　

市
長
就
任
３
年
目
、
市
民
に

対
す
る
お
約
束
を
一
つ
一
つ
確

実
に
実
行
し
て
い
く
た
め
の
重

要
な
時
期
で
す
。
積
極
果
敢
に

率
先
し
て
課
題
に
挑
戦
し
、
ふ

る
さ
と
「
朝
倉
市
」
の
未
来
を

切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。

６
つ
の
柱
か
ら

　

な
る
重
点
施
策

任
期
３
年
目
・
市
政
の
基
本
方
針

親
と
子
と
孫
が
一
緒
に
暮
ら
す
朝
倉
市
へ

　

平
成
24
年
市
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

対
前
年
度
比
８
億
２
千
300
万
円
減

　

前
倒
し
事
業
を
含
め
る
と
ほ
ぼ 

同
額

　

平
成
24
年
度
当
初
予
算
は
、

「
親
と
子
と
孫
が
一
緒
に
暮
ら

す
朝
倉
市
」
の
実
現
に
向
け
、

６
本
の
柱
の
重
点
施
策
を
予
算

化
し
た
二
回
目
の
本
格
予
算
で

す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
253
億
円

で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

3.15
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
平
成
24
年
度
事

業
と
し
て
予
定
し
て
い
た
、
学

校
の
耐
震
化
事
業
及
び
大
規
模

改
修
事
業
の
う
ち
、
約
９
億

５
千
万
円
を
、
国
の
第
３
次
補

正
予
算
に
伴
い
、
前
倒
し
し
て

平
成
23
年
度
３
月
補
正
予
算
に

計
上
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
含
ん
だ
予
算
額
で
比

較
す
る
と
、
0.5
％
の
増
と
、
ほ

ぼ
前
年
並
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

特
別
会
計
予
算
（
９
会
計
）

は
、
166
億
７
千
300
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
3.42
％
の
増

で
す
。

　

予
算
総
額
は
、
419
億
７
千

300
万
円
と
な
り
前
年
と
比
較
す

る
と
、
0.64
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個

人
市
民
税
に
お
い
て
、
年
少
扶

養
控
除
の
廃
止
等
に
伴
う
増
収

を
、
固
定
資
産
税
に
お
い
て
、

評
価
替
え
に
伴
う
減
収
を
、
そ

れ
ぞ
れ
見
込
み
、
約
１
億
400
万

円（
1.5
％
）の
市
税
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
税
収
入
が

年
々
減
少
し
、
地
方
交
付
税
や

臨
時
財
政
対
策
債
頼
み
の
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
合
併
加
算

の
優
遇
措
置
が
減
少
し
始
め
る

平
成
28
年
度
以
降
に
向
け
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ

げ
る
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直

し
、
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の

完
了
な
ど
、
行
財
政
の
健
全
化

に
、
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
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166億7,370万円
　　

市
内
の
光
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
甘
木
局
の
み
で

あ
る
た
め
、
未
整
備
地
区
で
あ

る
杷
木
・
朝
倉
・
高
木
・
上
秋

月
局
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度

か
ら
26
年
度
に
か
け
て
光
通
信

が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
全
域

で
快
適
に
生
活
で
き
る
朝
倉
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
中
学
生
以
下
に

対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
助
成
、
小
学
生
に
対
す

る
入
院
医
療
費
の
助
成
、
乳
幼

児
医
療
費
の
無
料
化
を
行
い
、

子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ
朝
倉

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。　
　
　

　

24
年
度
か
ら
福
城
線
、
馬
田

線
、
上
秋
月
・
安
川
線
、
杷
木

東
部
線
、
長
渕
線
の
５
路
線
の

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
を
運
行

し
、
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る

朝
倉
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

災
害
時
の
要
援
護
者
名
簿
の

整
備
、
避
難
支
援
プ
ラ
ン
策
定

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
24
年
度

に
６
地
区
の
自
主
防
災
マ
ッ
プ

作
成
を
行
い
、
災
害
に
強
い
朝

倉
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

 　

平
成
23
年
度
ま
で
県
の
事
業

で
、
50
万
円
を
上
限
で
結
婚
応

援
の
た
め
の
事
業
へ
の
補
助
金

が
あ
っ
た
が
終
了
と
な
っ
た
た

め
、
市
が
独
自
で
事
業
を
行
う

も
の
で
、
若
い
世
代
が
住
み
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　

放
送
機
関
、
大
学
と
の
連
携

に
よ
る
、
朝
倉
市
の
魅
力
を
発

信
し
て
誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る

観
光
地
作
り
に
努
め
ま
す
。

「
縁
結
び
事
業
」
に

150
万
円

定）

「
光
通
信
サ
ー
ビ
ス
環

境
構
築
事
業
」
に

　

１
億
６
千
240
万
円

「
朝
倉
の
宝
観
光
振
興

事
業
」
に

265
万
円

「
中
学
生
以
下
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
助
成
・
小
学
生
の

入
院
医
療
費
助
成
・

小
学
生
未
満
の
医
療

費
の
無
料
化
事
業
」

に　

１
億
７
千
660
万
円

「
あ
い
の
り
タ
ク

シ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
型

タ
ク
シ
ー
運
行
委
託

事
業
」
に３

千
120
万
円

「
避
難
支
援
計
画
策
定

・
自
主
防
災
マ
ッ
プ

作
成
事
業
」
に120

万
円



67 7

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
で
、
平
成
23
年
度
か
ら
、
小
学

生
に
つ
い
て
は
千
円
の
自
己
負
担
を
い
た
だ
き
１
年
間
経
過
し
た

が
、
有
料
に
な
っ
た
こ
と
で
接
種
率
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
23
年
度
か
ら
中
学

生
に
対
象
を
広
げ
て
、
自
己
負
担
を
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
。
接

種
率
に
つ
い
て
は
、
22
年
度
は
70.5
％
だ
っ
た
が
、
23
年
度
は
62
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
自
己
負
担
が
影
響
し
た
と
い
う
分
析
に
な
る
の
か
。

　
自
己
負
担
を
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
影
響

し
て
い
る
と
考
え
る
。
無
料
か
ら
有
料
に
な
る
時
は
心
理
面
で
負

担
を
余
計
感
じ
る
こ

と
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
23
年
度
か
ら
中
学

生
ま
で
助
成
拡
大
し

た
が
、
初
年
度
で
あ

り
接
種
対
象
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
浸
透
し
て

い
な
か
っ
た
と
も
思

う
。
今
後
も
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
、
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

予算を チェック徹底予算
　
平
成
24
年
度
朝
倉
市

一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、３
月
定
例
会
で
議

長
を
除
く
19
人
の
議
員

で
構
成
さ
れ
る
予
算
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、３
日
間
の
日
程
で
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
い
く
つ
か
の
質

疑
・
応
答
を
要
約
し
て

紹
介
し
ま
す
。

Q

Q

A

A

時間外勤務手当は
他市と比較して多いのか

県下でも真ん中ぐらいで推移している

　時間外勤務はどのような管理をしているのか。
また、職員495名に対して１億5,300万円の予算
を計上しているが、他市と比較して多いのか。
　時間外勤務手当の縮減については、ノー残業
デーの徹底を図っている。月に30時間を超えた場
合は、その理由書を提出するようにしている。
　他市については、月に１人平均３万8,000円から
1万3,000円ぐらいである。本市は、月に１人平均２
万4,000円程度で推移している状況にある。

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
す
る
か
ら
に
は
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
産
物
育
成
の
た
め
に
補
助
金
を

支
出
し
て
い
る
が
、
昨
年
の
商
品
開
発
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
の
か
。

　
特
産
品
開
発
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
23
年
度
は
朝
倉
光
陽

高
校
が
柿
パ
ン
の
販
売
、
三
奈
木
砂
糖
の
さ
と
う
き
び
苗
の

開
発
、
朝
倉
で
と
れ
た
農
産
物
を
粉
末

化
す
る
た
め
の
乾
燥
用
機
械
に
補
助
を

し
て
い
る
。
市
の
農
産
物
を
活
用
し
、
特

産
物
に
な
る
見
込
み
が
あ
り
そ
う
な
物
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

Q

Q

A

A

市民アンケート（市民満足度調査）
の結果はどう活用していくか
　最終的にはまちづくり報告書の中で活用

　行政評価事務で、平成24年度に市民アンケート（市民
満足度調査）を実施するとなっているが、その結果はど
う活用していくか。
　活用方法については、行政評価制度
構築の中で成果指標を設定している最
中である。この成果指標の中で、市民ア
ンケートの結果で指標をとっていくこと
となっている。最終的には、まちづくり報
告書の中での活用を考えている。

QA

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
取
り
組
み
は

補
助
を
し
て
特
産
品
に
な
る
見
込
み
が
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い

QA

QA

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
接
種
率
の
推
移
は

自
己
負
担
は
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る

QAQA

　

平
成
24
年
度
予
算
で
朝
農
跡
地
の
基
礎
調

査
業
務
に
400
万
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、
総
合

体
育
施
設
建
設
に
係
る
調
査
な
の
か
。

　
基
礎
調
査
業
務
は
、
総
合
体
育
施
設
に
限
っ

て
の
経
費
で
は
な
い
。
総
合
体
育
施
設
の
実
施

検
討
費
と
し
て
は
考
え
て
お
ら
ず
、
朝
農
跡
地

を
活
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

に
あ
た
っ
て
も
必
要
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
議
会
に
基
本
方
針
が
提
示
さ
れ
た
が
、
早
急

に
全
体
計
画
を
検
討
し
て
、
実
施
計
画
を
策

QA

朝
農
跡
地
の
全
体
計
画
を
早
期
に

少
し
で
も
早
く
計
画
が
提
示
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い

定
し
、
朝
倉
市
、
議
会
、
市
民
、
卒
業

生
の
思
い
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に
跡
地

活
用
を
進
め
て
い
く
か
を
示
し
て
も
ら

い
た
い
が
、
市
長
の
思
い
は
。

　
基
本
方
針
を
提
示
さ
せ
て
も
ら
っ
た

が
、
そ
の
中
で
目
に
見
え
て
は
総
合
体

育
施
設
し
か
入
っ
て
い
な
い
が
、
す
べ
て

総
合
体
育
施
設
に
活
用
す
る
わ
け
で
は

な
い
し
、
農
業
関
係
、
そ
の
他
の
使
い

道
も
検
討
し
た
い
。
活
用
に
は
民
間
の

力
も
借
り
て
や
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
議
論
が
深
ま
ら

な
い
と
な
か
な
か
提
示
で
き
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
少
し
で
も
早
く
提
示
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

Q

Q

A

A

配食サービス事業での安否確認は

細かい部分を明記しながら、
きちんとした確認作業を行う

　配食サービス事業の事業内容に「安否を含め調査
を行い、その必要性を調整し、個々の状況に応じて計
画的に実施する」とある。具体的に安否を確認するこ
とについて、どんなことに気を付けるか。
　安否確認業務をシルバー人材センターに委託してい
る。その重要性が増していることから、もう少し細かい部
分を明記しながら、きちんとした確認作業を行う。配食
サービスの安否確認で
100％出来るのがあるべき
姿だろうが、不可能な部分も
あるので、おかしいところは
早く連絡していただく契約内
容に変更しようと考えている。

QQ A

A

　
観
光
に
つ
い
て
、
現
在
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
そ
の
中
で
、
商
工
観
光
課
の
予
算

は
、
前
年
同
様
の
観
光
宣
伝
委
託
料
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
商
工
観
光
課
の
中
に

観
光
推
進
係
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
筑
前
町
、

東
峰
村
の
職
員
と
協
議
の
場
を
持
つ
よ
う
に
要
請
し
て
、
広
域
圏
と

し
て
検
討
し
て
い
く
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
朝
倉
地
域
の

観
光
の
位
置
付
け
を
し
た
上
で
、
筑
後
川
流
域
等
の
他
の
地
域
と
の
連

携
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

観
光
行
政
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は

観
光
推
進
係
を
設
置
し
、他
地
域
と
連
携
を

QA

Q

A

市税の減収に対する今後の考えは

財政見通しは立てているが、将来を
見据えた財政運営を進めていきたい

　市町村合併当時から、毎年減収が続いているが、そ
れだけ一般財源が苦しくなってきたと捉えてよいか。
　固定資産税の減少が大きくなってきたことと、景気
低迷により個人市民税が減少してきており、非常に厳
しい状況にある。
　税収が厳しいため、今後も行財政改革や事務事業
の見直しが必要だと思う。今後、合併特例による優
遇措置が無くなった後が非常に厳しくなることを頭
に置いて、この減収の状況を捉えておかなくてはい
けないと思うが、どう考えるか。
　今後の財政見通しで、単年度の収支が年々苦しく
なっていくことは示したが、平成33年度は約10億円の
赤字になる。基金があるからそれまで耐えることが出
来ることも示したが、厳しくなることを視野に入れて、
財政運営を進めていかないといけないと考えている。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
で
、
平
成
23
年
度
か
ら
、
小
学

生
に
つ
い
て
は
千
円
の
自
己
負
担
を
い
た
だ
き
１
年
間
経
過
し
た

が
、
有
料
に
な
っ
た
こ
と
で
接
種
率
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
23
年
度
か
ら
中
学

生
に
対
象
を
広
げ
て
、
自
己
負
担
を
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
。
接

種
率
に
つ
い
て
は
、
22
年
度
は
70.5
％
だ
っ
た
が
、
23
年
度
は
62
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
自
己
負
担
が
影
響
し
た
と
い
う
分
析
に
な
る
の
か
。

　
自
己
負
担
を
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
影
響

し
て
い
る
と
考
え
る
。
無
料
か
ら
有
料
に
な
る
時
は
心
理
面
で
負

担
を
余
計
感
じ
る
こ

と
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
23
年
度
か
ら
中
学

生
ま
で
助
成
拡
大
し

た
が
、
初
年
度
で
あ

り
接
種
対
象
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
浸
透
し
て

い
な
か
っ
た
と
も
思

う
。
今
後
も
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
、
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

予算を チェック徹底予算
　
平
成
24
年
度
朝
倉
市

一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、３
月
定
例
会
で
議

長
を
除
く
19
人
の
議
員

で
構
成
さ
れ
る
予
算
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、３
日
間
の
日
程
で
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
い
く
つ
か
の
質

疑
・
応
答
を
要
約
し
て

紹
介
し
ま
す
。

Q

Q

A
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時間外勤務手当は
他市と比較して多いのか

県下でも真ん中ぐらいで推移している

　時間外勤務はどのような管理をしているのか。
また、職員495名に対して１億5,300万円の予算
を計上しているが、他市と比較して多いのか。
　時間外勤務手当の縮減については、ノー残業
デーの徹底を図っている。月に30時間を超えた場
合は、その理由書を提出するようにしている。
　他市については、月に１人平均３万8,000円から
1万3,000円ぐらいである。本市は、月に１人平均２
万4,000円程度で推移している状況にある。

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
す
る
か
ら
に
は
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
産
物
育
成
の
た
め
に
補
助
金
を

支
出
し
て
い
る
が
、
昨
年
の
商
品
開
発
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
の
か
。

　
特
産
品
開
発
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
23
年
度
は
朝
倉
光
陽

高
校
が
柿
パ
ン
の
販
売
、
三
奈
木
砂
糖
の
さ
と
う
き
び
苗
の

開
発
、
朝
倉
で
と
れ
た
農
産
物
を
粉
末

化
す
る
た
め
の
乾
燥
用
機
械
に
補
助
を

し
て
い
る
。
市
の
農
産
物
を
活
用
し
、
特

産
物
に
な
る
見
込
み
が
あ
り
そ
う
な
物
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

Q

Q

A
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市民アンケート（市民満足度調査）
の結果はどう活用していくか
　最終的にはまちづくり報告書の中で活用

　行政評価事務で、平成24年度に市民アンケート（市民
満足度調査）を実施するとなっているが、その結果はど
う活用していくか。
　活用方法については、行政評価制度
構築の中で成果指標を設定している最
中である。この成果指標の中で、市民ア
ンケートの結果で指標をとっていくこと
となっている。最終的には、まちづくり報
告書の中での活用を考えている。
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平
成
24
年
度
予
算
で
朝
農
跡
地
の
基
礎
調

査
業
務
に
400
万
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、
総
合

体
育
施
設
建
設
に
係
る
調
査
な
の
か
。

　
基
礎
調
査
業
務
は
、
総
合
体
育
施
設
に
限
っ

て
の
経
費
で
は
な
い
。
総
合
体
育
施
設
の
実
施

検
討
費
と
し
て
は
考
え
て
お
ら
ず
、
朝
農
跡
地

を
活
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

に
あ
た
っ
て
も
必
要
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
議
会
に
基
本
方
針
が
提
示
さ
れ
た
が
、
早
急

に
全
体
計
画
を
検
討
し
て
、
実
施
計
画
を
策

QA

朝
農
跡
地
の
全
体
計
画
を
早
期
に

少
し
で
も
早
く
計
画
が
提
示
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い

定
し
、
朝
倉
市
、
議
会
、
市
民
、
卒
業

生
の
思
い
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に
跡
地

活
用
を
進
め
て
い
く
か
を
示
し
て
も
ら

い
た
い
が
、
市
長
の
思
い
は
。

　
基
本
方
針
を
提
示
さ
せ
て
も
ら
っ
た

が
、
そ
の
中
で
目
に
見
え
て
は
総
合
体

育
施
設
し
か
入
っ
て
い
な
い
が
、
す
べ
て

総
合
体
育
施
設
に
活
用
す
る
わ
け
で
は

な
い
し
、
農
業
関
係
、
そ
の
他
の
使
い
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も
検
討
し
た
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。
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民
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の
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や
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に
も
な
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
議
論
が
深
ま
ら

な
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と
な
か
な
か
提
示
で
き
な
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と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
少
し
で
も
早
く
提
示
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
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配食サービス事業での安否確認は

細かい部分を明記しながら、
きちんとした確認作業を行う

　配食サービス事業の事業内容に「安否を含め調査
を行い、その必要性を調整し、個々の状況に応じて計
画的に実施する」とある。具体的に安否を確認するこ
とについて、どんなことに気を付けるか。
　安否確認業務をシルバー人材センターに委託してい
る。その重要性が増していることから、もう少し細かい部
分を明記しながら、きちんとした確認作業を行う。配食
サービスの安否確認で
100％出来るのがあるべき
姿だろうが、不可能な部分も
あるので、おかしいところは
早く連絡していただく契約内
容に変更しようと考えている。
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市税の減収に対する今後の考えは

財政見通しは立てているが、将来を
見据えた財政運営を進めていきたい

　市町村合併当時から、毎年減収が続いているが、そ
れだけ一般財源が苦しくなってきたと捉えてよいか。
　固定資産税の減少が大きくなってきたことと、景気
低迷により個人市民税が減少してきており、非常に厳
しい状況にある。
　税収が厳しいため、今後も行財政改革や事務事業
の見直しが必要だと思う。今後、合併特例による優
遇措置が無くなった後が非常に厳しくなることを頭
に置いて、この減収の状況を捉えておかなくてはい
けないと思うが、どう考えるか。
　今後の財政見通しで、単年度の収支が年々苦しく
なっていくことは示したが、平成33年度は約10億円の
赤字になる。基金があるからそれまで耐えることが出
来ることも示したが、厳しくなることを視野に入れて、
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